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な
ど
様
々
だ
。

　

バ
ネ
製
作
は
１
個
の

試
作
か
ら
１
ロ
ッ
ト
何

百
万
個
の
大
量
生
産
ま

で
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

多
品
種
少
量
生
産
に
対

応
し
て
い
る
。
72
年
間

の
長
き
に
わ
た
っ
て
作

り
続
け
た
バ
ネ
は
数
万

点
以
上
の
ア
イ
テ
ム
、

と
て
も
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
だ
。

　

年
商
は
４
億
２
千
万

円
、
売
り
上
げ
の
40
％

超
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー

要
素
部
品
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

バ
ネ
は
身
の
回
り
の

様
々
な
商
品
に
内
蔵

さ
れ
て
い

る
。
パ
ソ

コ
ン
・
携

帯
電
話
・

メ
ガ
ネ
・
医
療
器
具
を

始
め
と
し
て
、原
子
炉
・

船
舶
・
自
動
車
・
航
空

機
部
品
等
々
、
広
範
な

応
用
範
囲
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
バ
ネ
製
品
に

は
押
し
バ
ネ
・
引
き
ば

ね
・
ね
じ
り
バ
ネ
等
が

あ
り
、
材
質
も
ピ
ア
ノ

線
・
硬
鋼
線
・
ス
テ
ン

レ
ス
線
・
り
ん
青
銅
線

向
け
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
車
の
ク
ラ
ッ
チ
部

分
に
フ
セ
ハ
ツ
工
業
製

の
バ
ネ
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。

　

量
産
品
の
バ
ネ
は
コ

ス
ト
的
に
合
わ
な
い
の

で
、
商
品
戦
略
は
必
然

的
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
に
移
行
し
て
行

く
。
国
内
メ
ー
カ
ー
が

生
産
中
止
し
た
洗
濯
バ

サ
ミ
の
輪
・
ピ
ン
チ
リ

ン
グ
の
話
は
面
白
い
。

当
然
ほ
と
ん
ど
の
顧
客

は
海
外
メ
ー
カ
ー
の
廉

価
品
を
発
注
す
る
わ
け

だ
が
、
日
本
製
に
こ
だ

わ
る
客
先
が
あ
り
注
文

を
も
ら
い
、
月
産
４
ト

ン
ほ
ど
を
納
入
し
て
い

る
。

　

顧
客
は
大
阪
一
円
か

ら
関
東
を
含
め
て
６
０
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世
界
秩
序
と
は
何
な
の
か
。
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
い
な
い
の
か
、
自

国
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
核

兵
器
保
有
で
人
類
破
滅
の
恐
怖
を
も
た
ら

せ
た
米
ソ
冷
戦
終
焉
後
、
米
国
が
築
い
て

き
た
秩
序
が
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
秩
序
が

最
悪
の
危
機
に
あ
る
。　

　

自
国
第
一
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
深
謀
遠
慮
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
覇
権
独
裁
者
の
習
国
家
主
席

の
３
人
は
地
球
人
と
し
て
考
え
て
欲
し
い
。
北
朝

鮮
は
日
本
越
え

で
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発

射
（
８
月
29

日
）、
６
回
目
の
水
爆
実
験
（
９
月
３
日
）
を
し
、

米
国
に
届
く
核
ミ
サ
イ
ル
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

米
国
は
国
連
安
保
理
事
会
に
石
油
・
天
然
ガ
ス

全
面
禁
輸
、
北
朝
鮮
労
働
者
雇
用
禁
止
な
ど
の
追

加
制
裁
案
を
提
示
。
11
日
は
重
大
な
決
断
日
だ
。

北
は
ミ
サ
イ
ル
や
電
磁
パ
ル
ス
で
反
発
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

米
露
中
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
。
日
ロ
首
脳

会
談
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）
で
プ
ー
チ
ン
氏
は
安

倍
首
相
の
「
最
大
限
の
圧
力
」
に
対
し
て
「
石
油

の
禁
輸
反
対
」「
政
治
的
手
段
の
み
で
解
決
可
能
。

関
係
者
す
べ
て
が
対
話
に
参
加
す
べ
き
」「
北
朝

鮮
は
草
を
食
べ
て
も
核
を
放
棄
し
な
い
」
と
指
摘

し
た
。
中
国
の
王
外
相
は
「
制
裁
は
解
決
の
半
分

の
カ
ギ
、
も
う
半
分
の
カ
ギ
は
対
話
だ
」
と
述
べ

た
。
対
話
派
の
文
大
統
領
は
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
配
備
も

終
え
、
臨
戦
演
習
も
行
っ
て
い
る
。
米
・
中
・
露
の

リ
ー
ダ
ー
は
熱
い
ト
タ
ン
屋
根
の
上
で
じ
り
じ
り

し
て
い
る
ネ
コ
だ
ろ
う
。
怖
い
の
は
「
窮
鼠
猫
を

噛
む
」
だ
。

　

対
話
と
圧
力

を
軸
に
米
・
中
・

露
・
韓
・
日
（
５
Ｇ
）
鳩
首
会
議
で
、
大
局
的
な
理

性
あ
る
決
断
（
国
際
世
論
の
動
き
も
出
て
き
た
）

を
期
待
し
た
い
。

　

歴
史
が
教
え
て
く
れ
る
。
１
９
６
２
年
10
月
の

「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」。
米
国
と
ソ
連
が
核
戦
争
の
ま

さ
に
瀬
戸
際
ま
で
行
っ
て
立
ち
止
ま
っ
た
と
い
う

危
機
一
髪
の
歴
史
だ
。

　
「
核
兵
器
で
世
界
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
い

う
幻
想
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
」（
カ
ス
ト
ロ
）。

晴耕雨読

危
機
一
髪
の
歴
史
に
学
ぶ

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

2017年４月スタート

東大阪新聞チャンネル東大阪新聞チャンネル
毎週㊍19：00～19：30毎週㊍19：00～19：30

自分だけのTV番組がほし
い方は下記へ 週１回30分

１カ月１万円（税別）

06―6252―1602
つ～い ろ えんぴ

Tel

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。

毎月第　 ・第　 土曜日 開催2 4

病気を引き起こす前に
予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸

認知症チェック・認知症予防パズル
脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん

〒581-0005  八尾市荘内町 2-2-36
TEL 072-925-3450　携帯 090-1020-2682

代表  松茂良 興治

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
14 時開講（16時終了予定）

マツモラ健康塾主催

八尾市文化会館
プリズムホール

八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

自
分
史
・
社
史

072-926-5134
株式
会社

　

座
席
数
は
70
席
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
・
杮
落
と
し
公

演
と
も
に
チ
ケ
ッ
ト
は
完

売
し
、
会
場
は
お
祝
い
ム

ー
ド
の
熱
気
で
溢
れ
か
え

っ
た
。

　

喜
楽
亭
を
設
立
し
た
の

は
元
八
光
信
用
金
庫
常
務

理
事
の
中
川
政
雄
さ
ん

（
75
）。
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
お
笑
い
研
究
会
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、講
演
・

著
作
活
動
に
多
忙
な
毎
日

だ
が
、
好
き
が
高
じ
て
つ

い
に
本
格
寄
席
を
作
り
、

席
亭
に
ま
で
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

平
成
元
年
、八
光
信
金
・

山
本
支
店
で
の
中
川
さ
ん

と
矢
野
宗
宏
さ
ん
（
関
西

大
学
・
落
語
研
究
会
出

身
）
の
出

会
い
が
、

喜
楽
亭
設

立
に
繋
が

っ
て
い

る
。
八
光

信
金
社
内

に
同
好
ク

ラ
ブ
「
お
笑
い
研
究
会
」

を
作
り
、
社
風
に
相
応
し

く
な
い
と
様
々
な
迫
害
を

受
け
な
が
ら
も
、
ひ
た
す

ら
会
員
を
獲
得
し
て
活
動

し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
全
国
信

用
金
庫
・
第
１
回
社
会
貢

献
賞
」
を
受
賞
、
さ
ら
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
現
代
」で
報
道
さ
れ
、

地
域
・
八
光
信
金
社
内
と

も
に
「
お
笑
い
研
究
会
」

が
大
き
く
認
知
さ
れ
た
。

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
公
演
は

お
笑
い
研
究
会
・
創
設
メ

ン
バ
ー
が
落
語
・
コ
ミ
ッ

ク
マ
ジ
ッ
ク
・
小
噺
を
披

　

開
演
に
先
立
っ
て
主
催
者
の
青
山
敏
子
さ
ん

（
51
）
は
「
亡
き
母
の
愛
情
に
感
謝
し
国
に
地
域
に

地
球
の
た
め
に
成
長
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。
次
い
で

田
中
誠
太
八
尾
市
長
は
「
八
尾
に
は
由
義
寺
遺
跡
な

ど
の
豊
か
な
歴
史
が
あ
り
、
街
お
こ
し
に
あ
わ
せ
て

講
演
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
玉
祖
神
社
清

水
定
男
宮
司
は
「
玉
祖
神
社
は
古
事
記
に
３
回
登
場

し
、
在
原
業
平
が
よ
く
参
拝
さ
れ
十
三
峠
の
茶
屋
の

娘
と
恋
に
落
ち
た
」
と
挨
拶
。

　

閉
会
に
当
た
り
恩
智
神
社
新
海
英
宣
宮
司
は
「
創

建
は
４
７
０
年
こ
ろ
で
国
内
で
も
有
数
の
古
社
で
あ

る
」
と
紹
介
し
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

主
催
は
八
尾
十
三
街
道
街
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
。

 

【
講
演
の
概
要
】

　

三
種
の
神
器
の
鏡
・
剣
・
勾
玉
は
実
在
し
て
お
り

神
代
の
時
代
か
ら
現
在
ま
で
天
皇
家
に
脈
々
と
受
け

継
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
種
の
神
器
は
古
事
記
に
書
か

れ
て
い
る
。
鏡
は
天
照
大
神
が
天
岩
戸
で
「
こ
の
鏡

を
私
と
し
て
拝
め
」
と
与
え
た
も
の
。
勾
玉
は
天
岩

戸
で
舞
い
踊
る
時
に
玉
祖
命
が
祭
具
と
し
て
つ
く
っ

た
も
の
。

　

剣
は
須
佐
之
男
が
退
治
し
た
八
俣
の
お

ろ
ち
の
腹
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
「
草
な

ぎ
の
剣
」。
皇
位
継
承
（
譲
位
）
の
際
に

は
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
が
行
わ
れ
三
種

の
神
器
が
現
れ
る
。

　

鏡
は
伊
勢
神
宮
内
宮
に
ほ
ん
も
の
が
現

存
し
て
い
る
。
剣
は
熱
田
神
宮
に
、
勾
玉

は
吹
上
御
所
の
剣
璽
の
間
（
天
皇
の
寝
室

の
隣
室
）
に
存
在
す
る
。

　

三
種
の
神
器
は
神
の
霊
が
宿
る
こ
と
に

価
値
が
あ
り
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
三
種

の
神
器
が
な
く
な
れ
ば
天
皇
が
な
る
こ
と

に
な
る
。
側
近
も
天
皇
自
身
さ
え
も
三
種

の
神
器
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
言
い

伝
え
に
よ
れ
ば
収
め
ら
れ
た
箱
を
開
く
と

死
ぬ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
誰
も
見
た

こ
と
が
な
い
。
三
島
由
紀
夫
は
「
日
本
人

が
最
後
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

三
種
の
神
器
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

露
し
、
中
入
り
後
は
桂
三

象
さ
ん
・
桂
三
歩
さ
ん
が

プ
ロ
の
味
で
ご
機
嫌
を
伺

っ
た
。

　

喜
楽
亭
の
「
名
誉
席
亭
」

は
お
笑
い
界
の
レ
ジ
ェ
ン

ド
里
見
ま
さ
と
さ
ん
。
ザ
・

ぼ
ん
ち
の
全
盛
時
代
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
日
本
全
国

を
駆
け
巡
っ
た
伝
説
は
有

名
だ
。

　

ま
さ
と
さ
ん
は
中
川
さ

ん
の
長
年
の
友
人
で
あ
り
、

喜
楽
亭
設
立
に
当
た
り
名

誉
席
亭
就
任
を
お
願
い
し
、

小
屋
の
外
観
・
高
座
の
設

定
・
照
明
関
係
等
々
、
細

部
に
わ
た
っ
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
。

　

杮
落
と
し
公
演
は
、
開

口
一
番
・
里
見
ま
さ
と
さ

ん
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
キ

　

完
成
ま
で
安
全
に
工
事

が
進
む
よ
う
、
９
月
１
日

午
前
11
時
よ
り
安
全
祈
願

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
野
田

義
和
東
大
阪
市
長
、
西
田

和
彦
東
大
阪
市
議
会
議

長
、
株
式
会
社
佐
藤
総
合

計
画
の
関
野
宏
行
取
締

役
、
株
式
会
社
大
林
組
の

鶴
田
信
夫
専
務
執
行
役
員

ら
関
係
者
約
１
５
０
人
が

集
っ
た
。

　

同
館
に
は
、
す
ぐ
れ
た

音
響
空
間
と
上
質
な
鑑
賞

環
境
を
備
え
た
１
、
５
０

０
席
の
大
ホ
ー
ル
と
３
０

０
席
の
小
ホ
ー
ル
、
市
民

の
文
化
活
動
や
会
議
、
研

修
な
ど
各
種
用
途
に
利
用

で
き
る
創
造
支
援
室
等
を

20
室
設
け
る
予
定
。ま
た
、

誰
で
も
気
楽
に
使
え
る
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設

す
る
。

　

完
成
を
楽
し
み
に
す
る

市
民
が
多
い
。
ま
た
、
音

楽
関
係
者
ら
は
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

レ
の
い
い
漫
才
が
続
き
、

中
入
り
後
は
桂
文
三
さ
ん

が
落
語「
ち
り
と
て
ち
ん
」

を
熱
演
し
会
場
を
沸
か
せ

た
。

　

ト
リ
は
里
見
ま
さ
と
さ

ん
が
ま
さ
と
噺
「
戦
艦
大

和
の
噺
」
を
披
露
、
満
員

の
観
客
か
ら
万
雷
の
拍
手

が
送
ら
れ
、
杮
落
と
し
公

演
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

杮
落
と
し
は
座
布
団
の

補
助
席
、
立
見
席
も
用
意

さ
れ
て
大
入
り
超
満
員
。

中
川
さ
ん
の
旧
知
の
人
び

と
や
「
お
笑
い
研
究
会
」

の
面
々
、
田
中
誠
太
八
尾

市
長
他
の
皆
さ
ん
が
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
た
。

　

喜
楽
亭
の
次
回
企
画
は

10
月
16
日
「
歌
声
サ
ロ
ン

（
懐
メ
ロ
を
み
ん
な
で
合

０
社
超
と
取
り
引
き
し

て
い
る
。
従
業
員
数
は

48
人
、
顧
客
に
対
し
て

は
専
属
の
営
業
担
当
者

が
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
い
る
。

　

１
９
９
８
年
に
創

立
50
年
史
「
ば
ね
物

語
」
を
刊
行
し
て
お

り
、
創
業
者
・
作
田
忠

雄
さ
ん
の
社
訓
「
良
い

人
間
が
良
い
製
品
を
作

る
」、「
理

想
的
な
企

業
は
、
理

想
的
な
家

庭
を
建
設
す
る
」
の
ポ

リ
シ
ー
が
脈
々
と
流
れ

て
い
る
。

　

社
員
に
対
す
る
投
資

も
積
極
的
だ
。
外
部
研

修
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
・

夜
間
大
学
へ
の
通
学
・

関
連
資
格
の
受
講
な
ど

の
費
用
を
全
額
会
社
が

負
担
し
て
お
り
、
す
べ

て
𠮷
村
篤
社
長
の
発
案

　

壇
の
浦
の
戦
い
で
４
歳
の
安
徳
天
皇
が
入
水
、
三

種
の
神
器
も
ろ
と
も
海
中
に
沈
ん
だ
が
３
日
後
、
箱

に
入
っ
た
勾
玉
が
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。「
剣

璽
御
同
座
」
と
言
う
の
は
陛
下
が
外
出
さ
れ
る
と
き

に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
。
璽
は
印
の
こ
と
で
勾
玉
で

あ
る
。
剣
璽
は
常
に
天
皇
と
共
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
で
、
天
皇
を
守
護
し
て
い
る
も
の
。

持
ち
出
し（
帯
同
）は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
廃
止
と
な
り
、

現
在
で
は
御
同
座
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
特
殊
な
時

も
あ
る
。
最
近
で
は
伊
勢
神
宮
の
20
年
毎
に
行
わ
れ

る
式
年
遷
宮
の
時
に
あ
っ
た
。

　

我
が
国
は
大
昔
か
ら
あ
り
、
神
武
天
皇
の
太
古
の

昔
か
ら
三
種
の
神
器
を
継
承
し
て
き
た
。
世
界
１
９

５
カ
国
以
上
あ
る
が
、
最
古
の
国
家
は
日
本
だ
け
。

　

２
０
０
０
年
来
（
紀
元
歴
で
２
６
０
０
年
来
）、

美
し
い
日
本
の
国
を
最
も
分
か
り
や
す
く
表
現
し
て

い
る
の
が
三
種
の
神
器
で
あ
る
。神
話
の
ふ
る
さ
と
、

日
本
の
原
風
景
を
、
若
い
世
代
に
伝
え
て
欲
し
い
。

 

（
石
河
亮
平
）

唱
）・
参
加
費
５
０
０
円
」。

11
月
公
演
は
「
吉
本
ピ
ン

芸
人
大
集
合
」
を
開
催
の

予
定
。
そ
の
後
も
落
語
・

漫
才
の
み
な
ら
ず
、
薬
師

寺
長
老
の
講
話
会
や
爽
や

か
な
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
等
の

企
画
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
小
粒
で
も
味
の
あ
る

寄
席
小
屋
に
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　
「
喜
楽
亭
」
は
八
尾
の

新
名
所
と
し
て
、天
満「
繫

昌
亭
」
に
次
ぐ
大
阪
の
本

格
寄
席
と
し
て
、
発
展
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
「
喜
楽
亭
」

は
八
尾
市
陽
光

園
２
―
５
―

４
、
Ｊ
Ｒ
八
尾

駅
北
口
よ
り
徒

歩
３
分
。

　

問
い
合
わ
せ
は
席

亭
・
中
川
政
雄
さ
ん
（
☎

０
９
０
―
１
６
７
７
―

７
５
５
２
）
へ
。

 

（
小
川
秀
人
）

だ
と
い
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
ホ
ッ

プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
と
、
バ
ネ
の
利
い

た
経
営
が
期
待
さ
れ

る
。 

（
小
川
秀
人
）

　

フ
セ
ハ
ツ
工
業
株
式

会
社
は
、
１
９
４
６
年

（
昭
和
21
年
）
に
作
田

忠
雄
さ
ん
が
創
業
し
た

「
バ
ネ
作
」が
そ
の
ル
ー

ツ
だ
。

　

１
９
５
０
年
（
昭
和

25
年
）
に
株
式
会
社
布

施
発
条
工
業
所
と
し
て

法
人
化
、
１
９
６
６
年

（
昭
和
41
年
）
に
現
在

の
社
名
・
フ
セ
ハ
ツ
工

業
株
式
会
社
に
社
名
変

更
し
て
い
る
。
４
代
目

社
長
の
𠮷
村
篤
さ
ん
は

１
９
７
３
年
７
月
生
ま

れ
の
44
歳
、
３
代
目
の

父
親
か
ら
社
長
を
引
き

継
い
で
４
年
目
を
迎
え

る
。

　

バ
ネ
は
ス
プ
リ
ン
グ

と
も
称
す
る
が
、
鋼

は
が
ね

等
の
材
料
を
螺ら

旋せ
ん

状

に
巻
き
、
ま
た
は
折
り

曲
げ
な
ど
し
て
、
そ
の

弾
力
を
利
用
す
る
も
の

だ
。
衝
撃
の
緩
和
、
力

の
蓄
積
な
ど
の
目
的
で

「ちりとてちん」を熱演する桂文三さん

キレのいい漫才を披露するシンクタンク

東大阪市文化創造館

安全祈願祭

鍬入れ式をする野田義和東大阪市長（左）と西田和彦東大阪市議会議長
　

東
大
阪
市
で
は
、
旧
市
民
会
館
お
よ
び
旧
文
化

会
館
の
機
能
を
集
約
し
、
中
核
市
・
東
大
阪
市
の

シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
、
文
化
芸
術
の
創
造
と

発
信
の
拠
点
と
な
る
東
大
阪
市
文
化
創
造
館
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
平
成
31
年
９
月
、
近
鉄
八
戸

ノ
里
駅
北
す
ぐ
の
旧
中
央
病
院
跡
地
（
東
大
阪
市

御
厨
南
２
）
に
オ
ー
プ
ン
予
定
。

　

９
月
３
日
、
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
大
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で
「
古
事
記
と
三
種
の
神
器

を
語
る
〜
八
尾
十
三
街
道
も
の
が
た
り
」
と
題
し
て

竹
田
恒
泰
さ
ん
（
41
）
が
講
演
し
た
。
軽
妙
な
語
り

口
で
分
か
り
や
す
く
建
国
の
歴
史
を
語
っ
た
。
約
１
、

０
０
０
人
の
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

竹田恒泰
特別講演会

古
事
記
と

三
種
の
神
器
を

語
る

発
条 （
バ
ネ
） を
作
っ
て
72
年

舞台に立つ青山敏子さん （左） と竹田恒泰さん

フセハツ工業株式
会社

お祝いの花束をもらう中川政雄さん （左）

　八尾市に
天満天神・繁昌亭
に次ぐ常打ち寄席

「喜楽亭」が誕生した。
８月 27 日にプレオー
プンを開催し、翌週の

杮落とし公演が催
９月３日に賑々しく

行された。

八
尾
に
本
格
寄
席
誕
生

 

杮
落
と
し
公
演

喜き

楽ら
く

亭て
い

フセハツ工業株式会社

代表取締役社長　𠮷村篤

東大阪市西堤本通西 1-3-43
☎ 06-6789-5531

八
尾
十
三
街
道

も
の
が
た
り

平
成
31
年
９
月 

オ
ー
プ
ン



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年９月１５日（金）

が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
明
確
な
記
憶
で
は
な

い
が
、
聞
き
覚
え
が
あ
っ
た
。

　
「
村
本
さ
ん
も
気
を
つ
け
な
ア
カ
ン
で
。
あ
ん
ま

り
前
に
出
て
『
祭
り
祭
り
』
い
う
て
た
ら
。
最
近
の

議
員
さ
ん
は
目
立
っ
た
ら
終
わ
り
や
か
ら
な
。ほ
ら
、

兵
庫
県
の
あ
の
人
に
し
て
も
不
倫
騒
動
で
注
目
さ
れ

て
か
ら
架
空
の
領
収
書
見
つ
か
っ
た
ん
や
。あ
れ
な
、

不
倫
で
騒
が
れ
へ
ん
か
っ
た
ら
バ
レ
て
へ
ん
か
っ
た

で
。
ほ
ら
、
な
ん
や
っ
た
？　

あ
の
、
沖
縄
の
あ
の

子
。
ほ
ら
、
お
っ
た
や
ろ
？　

Ａ
Ｋ
Ｂ
の
も
っ
と
数

が
少
な
い
よ
う
な
ん
で
、
お
っ
た
や
ろ
？　

議
員
に

な
っ
た
あ
の
子
。
あ
れ
と
不
倫
し
て
え
ら
い
騒
が
れ

た
や
ろ
？　

と
り
あ
え
ず
、
目
立
っ
た
ら
ア
カ
ン
ね

ん
。
最
近
の
議
員
さ
ん
は
」

　

い
つ
も
の
立
て
板
に
水
の
加
奈
の
喋
り
。

　
「
ね
ぇ
、
何
の
話
？
」

　

加
奈
の
話
は
常
に
も
の
す
ご
い
角
度
と
速
度
で
蛇

行
す
る
。

　
「
え
？　

何
や
っ
た
か
な
？　

村
本
さ
ん
、
え
ぇ

人
や
か
ら
あ
ん
ま
目
立
っ
た
ら
捕
ま
る
で
、
い
う
て

た
ん
と
ち
ゃ
う
か
な
」

　
「
い
や
、
村
本
さ
ん
は
多
分
悪
い
こ
と
し
て
な
い

と
思
う
よ
」

　
「
分
か
ら
ん
で
ぇ
〜
。
あ
ぁ
い
う
人
に
限
っ
て
不

倫
と
か
し
て
る
か
ら
な
」

　

何
の
根
拠
も
な
い
の
に
加
奈
は
嬉
し
そ
う
に
話

す
。

　
「
ど
な
い
し
た
ん
や
ぁ
？
」

　

奥
か
ら
父
の
治
が
股
引
姿

で
現
れ
た
。

　
「
何
も
な
い
」

　

急
に
冷
た
い
態
度
に
変
わ

る
加
奈
。

　
「
え
ら
い
楽
し
そ
う
に
喋

っ
と
っ
た
な
ぁ
」

　
「
こ
う
い
う
タ
イ
プ
は
浮

気
し
よ
う
と
思
っ
て
て
も
で
き
ひ
ん
ね
ん
」

　

呆
れ
た
よ
う
に
加
奈
は
翔
平
に
言
っ
た
。

　
「
は
ぁ
？　

あ
れ
？　

美
樹
は
？
」

　
「
美
樹
は
あ
れ
や
ん
、
ア
リ
オ
行
っ
た
や
ん
。
河

内
音
頭
ま
つ
り
の
ギ
ネ
ス
の
や
つ
で
」

　
「
え
？　

あ
ぁ
、
そ
う
か
。
ワ
シ
も
行
こ
か
な
。

お
い
、
翔
平
、
お
前
も
行
け
よ
。
っ
て
い
う
か
踊
れ

ん
の
か
？　

顔
も
形
も
変
わ
っ
て
も
う
た
け
ど
」

　
「
何
言
っ
て
ん
の
、
踊
れ
る
よ
。
き
っ
と
」

　
「
忘
れ
て
も
う
た
ん
や
っ
た
ら
ワ
シ
が
教
え
た
る

が
な
」

　

そ
う
言
っ
て
治
は
、
河
内
音
頭
を
歌
い
な
が
ら
踊

り
始
め
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
父
ち
ゃ
ん
、
こ
の
狭
い
と
こ
で
踊
ら

ん
と
い
て
」

　

加
奈
の
声
も
ど
こ
吹
く
風
。
踊
り
続
け
る
河
内
の

男
。
翔
平
は
驚
い
た
。
自
分
の
見
た
目
が
変
わ
っ
て

も
す
ぐ
に
順
応
し
て
し
ま
う
こ
の
両
親
に
。
グ
レ
ゴ

ー
ル
の
家
族
と
は
違
う
水
原
家
の
お
お
ら
か
さ
に
。

そ
れ
以
上
に
驚
い
た
こ
と
は
、
物
心
つ
く
前
か
ら
あ

れ
ほ
ど
踊
っ
て
い
た
河
内
音
頭
が
踊
れ
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
父
ち
ゃ
ん
、
も
う
や
め
て
ぇ
！
」

　

玄
関
先
で
叫
ぶ
加
奈
。
そ
れ
で
も
意
気

揚
々
と
踊
り
続
け
る
治
。

　
「
ハ
ァ
ー
、
ヨ
イ
ト
コ
セ
ー
、
ド
ッ
コ
イ

シ
ョ
〜
」

　
「
ち
ょ
っ
と
父
ち
ゃ
ん
！　

も
う
！　

私

が
日
野
皓
正
や
っ
た
ら
ど
つ
き
回
し
て
ん

で
！
」

　

そ
う
言
っ
て
治
の
肩
を
は
た
い
た
。

　

翔
平
は
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。

　

青
年
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
は
あ
る
日
、
目
が
覚

め
る
と
巨
大
な
虫
に
な
っ
て
い
た
。
時
計
を
見
る
と

仕
事
に
行
く
時
間
を
と
っ
く
に
過
ぎ
て
い
る
。
部
屋

の
外
か
ら
扉
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
、
家
族
が
自
分
の

名
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
グ
レ
ゴ
ー
ル
は

部
屋
の
中
か
ら
弁
解
す
る
が
、
自
分
の
言
葉
が
家
族

に
は
伝
わ
ら
な
い
。
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
慣
れ
な
い
体
で

扉
ま
で
這
い
ず
り
、
鍵
を
開
け
る
と
、
グ
レ
ゴ
ー
ル

の
姿
を
見
た
家
族
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
。
そ
の
奇
妙

な
息
子
の
姿
に
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌
悪
を
現
わ
す
。
そ

の
日
以
来
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
世
間
か
ら
逃
れ
る
よ
う

に
自
分
の
部
屋
に
こ
も
っ
て
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
よ

う
に
な
る
（
変
わ
り
果
て
た
姿
の
た
め
、
グ
レ
ゴ
ー

ル
の
意
志
と
は
関
係
な
く
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
）。

以
前
ま
で
は
、
両
親
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に
家

族
の
大
黒
柱
と
し
て
働
い
て
い
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
だ
っ

た
が
、
醜
い
姿
に
変
身
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
家

族
か
ら
は
露
骨
に
邪
魔
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　

本
の
内
容
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

翔
平
は
む
さ
ぶ
る
よ
う
に
読
ん
だ
。
未
熟
な
読
書

経
験
の
せ
い
で
読
み
進
む
ス
ピ
ー
ド
は
遅
か
っ
た

が
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
本
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
物
語
の

世
界
に
の
め
り
込
ん
だ
の
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
初

め
て
の
体
験
だ
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
僕
の
話
だ
」

翔
平
は
そ
う
思
っ
た
。

違
う
の
は
醜
く
変
化
し

た
か
、
美
し
く
変
化
し

た
か
だ
け
の
こ
と
。
形

状
の
差
異
の
問
題
で
、

本
質
的
に
は
グ
レ
ゴ
ー

ル
と
同
じ
こ
と
が
自
分

の
身
に
起
き
て
い
る
。

そ
う
感
じ
た
。
顕
在
化

の
違
い
さ
え
も
実
際
的
に
同
質
の
現
象
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
４
０
０
年
前
に
劇
作
家
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
が
、
か
の
有
名
な
戯
曲
「
マ
ク
ベ
ス
」
の
中
で
記

し
て
い
る
。「
綺
麗
は
汚
い
、
汚
い
は
綺
麗
」。
冒
頭

を
飾
る
魔
女
の
台
詞
で
あ
る
。
原
文
を
読
め
ば
さ
ら

に
幅
広
い
解
釈
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「Fair is foul, and foul is fair

」

　

そ
こ
に
は
美
醜
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
正
当
さ

と
不
正
当
さ
が
コ
イ
ン
の
裏
表
の
ご
と
く
、
一
つ
の

体
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
無
論
、
翔
平
は
知
ら
な
い
。

　

気
が
付
け
ば
朝
を
迎
え
て
い
た
。
翔
平
は
読
み
か

け
の
小
説
に
栞
を
挟
ん
だ
。
昨
夜
、
帰
宅
し
て
か
ら

休
み
な
く
読
み
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
翔
平
は
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
眠
り
に
つ
い
た
。

　

目
が
覚
め
る
と
、
翔
平
は
文
庫
本
を
持
っ
て
外
へ

出
た
。
昼
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
、
ど
こ
行
く
ん
？
」

　

そ
の
声
に
振
り
向
く
と
玄
関
に
母
で
あ
る
加
奈
が

立
っ
て
い
た
。

　
「
え
？　

分
か
ら
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
お
腹
空

い
た
か
ら
」

　

何
か
食
べ
た
い
と
い
う
こ
と
も
嘘
で
は
な
か
っ
た

が
、
場
所
を
変
え
て
本
の
続
き
を
読
み
た
か
っ
た
。

　
「
美
樹
、ア
リ
オ
に
行
っ
た
で
。あ
ん
た
も
行
き
や
。

次
の
祭
り
、
河
内
音
頭
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
す
ん
ね
ん

か
ら
」

　
「
ギ
ネ
ス
？
」

　
「
ほ
ら
、
前
か
ら
言
っ
て
た
や
ん
。
忘
れ
た
ん
か

い
な
？　

八
尾
の
み
ん
な
で
浴
衣
着
て
河
内
音
頭
踊

る
や
つ
。『
３
、０
０
０
人
で
踊
る
で
ぇ
』
い
う
て
、

議
員
の
村
本
さ
ん
声
か
け
し
て
た
や
ろ
？　

あ
れ
の

練
習
ア
リ
オ
で
や
っ
て
ん
ね
ん
」

　

加
奈
の
言
葉
を
聞
い
て
、
翔
平
は
そ
の
よ
う
な
話

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑧―

次
号
（
10
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

案
商
品
を
検
討
す
る
。
女
性
３
人
の
参
加
で
活

性
化
し
た
と
い
う
。
営
業
マ
ン
の
移
動
に
つ
い

て
社
有
車
は
営
業
活
動
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

と
８
台
、
公
共
交
通
機
関
利
用
を
優
先
し
、
自

動
車
通
勤
は
認
め
て
い
な
い
。「
化
石
燃
料
減

少
」
の
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
だ
。

営
業
部
門
の
生
産
性
向
上

　

石
井
社
長
は
「
ご
用
聞
き
営
業
で
は
ダ
メ
。

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
を
す
く
い
あ
げ
て

メ
ー
カ
ー
と
共
に
開
発
し
て
い
く
、
そ
し
て
機

密
を
大
事
に
す
る
。
こ
れ
が
当
社
の
存
在
意
義

に
な
る
」
と
明
解
だ
。
営
業
部
隊
（
商
品
別
に

１
〜
６
課
20
人
）
を
後
方
支
援
す
る
女
性
ア
シ

ス
タ
ン
ト
12
人
は
第
７
課
に
所
属
。
既
婚
者
８

人
、未
婚
者
４
人
で
平
均
年
齢
は
30
歳
代
前
半
、

現
在
、
育
児
休
業
中
は
２
人
だ
が
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
仕
事
を
覚
え
て
い
る
の
で
困
る
こ
と

は
な
い
と
言
い
切
る
。
７
課
は
間
接
業
務
を
集

中
さ
せ
営
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
と
い
う
も
の

だ
。
女
性
活
躍
に
つ
い
て
石
井
社
長
は
「
も
と

も
と
、
女
性
管
理
職
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
来
春
に
は
数
人
の
女
性
課
長
を
誕
生
さ
せ

る
」
と
語
っ
た
。

「
明
日
で
き
る
こ
と
は
明
日
せ
よ
」

　

こ
こ
１
年
間
は
残
業
ゼ
ロ
。
８
時
40
分
〜
17

時
20
分
が
就
業
時
間
。
年
間
休
日
数
は
１
１
６

日
、
年
間
労
働
時
間
１
９
８
０
時
間
を
ベ
ー
ス

に
就
労
管
理
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は

な
い
（
捺
印
の
み
）。
営
業
担
当
者
が
帰
社
し

て
ま
で
仕
事
を
す
る
こ
と
は
な
く
ほ
と
ん
ど
外

で
こ
な
す
。
情
報
端
末
機
器
の
活
用
で
、
ど
こ

で
で
も
、
い
つ
で
も
で
き
る
と
納
得
ず
く
で
あ

る
。
一
般
的
に
「
今
日
で
き
る
も
の
は
明
日
に

延
ば
す
な
」と
言
う
が
、石
井
社
長
は
違
う
。「
明

日
で
き
る
こ
と
は
明
日
に
せ
よ
」
と
定
時
退
社

が
基
本
だ
。

郷
土
愛
か
ら 「
種
の
保
存
」

　

八
尾
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
井
社
長
は
郷
土
に

愛
着
を
持
つ
。「
八
尾
の
名
産
物
の
一
つ
で
あ

る
河
内
木
棉
を
大
事
に
残
し
て
い
き
た
い
。
同

社
の
事
業
の
範
囲
で
は
な
い
が
、
最
終
的
に
地

域
に
愛
さ
れ
る
会
社
に
な
り
た
い
。
地
域
に
貢

献
し
地
域
の
発
展
に
努
力
し
た
い
」
と
「
棉
の

種
の
保
存
」
を
掲
げ
「
生
物
多
様
性
お
よ
び
生

態
系
の
保
護
」
に
挑
戦
す
る
。

　

テ
ラ
ス
で
は
Ｏ
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
か
ら
提
供
さ
れ
た

10
粒
の
タ
ネ
か
ら
収
穫
で
き
た
30
個
以
上
の
綿

花
が
展
示
さ
れ
「
次
は
タ
ネ
を
取
り
出
し
、
自

社
敷
地
内
の
緑
化
活
動
を
継
続
す
る
予
定
」（
環

境
委
員
会
）
と
い
う
。
結
実
す
る
日
は
遠
く
は

な
い
だ
ろ
う
。

　

中
小
企
業
向
け
の
Ｋ
Ｅ
Ｓ
は
導
入
企
業
の
展

開
次
第
で
大
き
く
進
化
し
て
い
く
。
事
業
枠
を

越
え
地
域
へ
と
広
が
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
近
づ
く

活
動
は
注
目
に
値
す
る
。 

（
石
河
亮
平
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
に

わ
か
に
高
ま
っ
て
来
た
。政
府
と
共
に
経
団
連
、

証
券
業
界
な
ど
が
動
き
出
し
た
か
ら
だ
。
こ
の

よ
う
な
動
き
に
先
ん
じ
て
、
早
く
か
ら
中
小
企

業
を
対
象
と
し
て
環
境
経
営
を
提
唱
す
る
の
が

Ｋ
Ｅ
Ｓ（
京
都
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
で
あ
る
。

　

今
回
の
取
材
先
は
主
に
シ
ー
リ
ン
グ
な
ど

「
漏
れ
を
防
ぐ
」
機
能
を
持
つ
商
品
の
販
売
会

社
・
東
輝
産
業
株
式
会
社
（
八
尾
市
跡
部
北
の

町
１
―
３
―
17
、
☎
０
７
２
―
９
９
０
―
３
７

２
０
）
で
あ
る
。
環
境
経
営
マ
イ
ン
ド
の
高
い

代
表
取
締
役
社
長
石
井
政
俊
社
長
（
63
）
を
訪

ね
た
。会

社
の
沿
革

　

同
社
は
染
色
機
械
用
品
の
販
売
を
目
的
に
株

式
会
社
東
輝
商
会
と
し
て
昭
和
23
年
（
１
９
４

８
年
）
に
創
業
。
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）、

オ
イ
ル
シ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
Ｎ
Ｏ
Ｋ
株
式
会
社

の
指
定
代
理
店
認
定
を
機
に
東
輝
産
業
株
式
会

社
を
設
立
し
現
在
に
至
る
。
主
要
販
売
商
品
は

オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
パ
ッ
キ
ン
な
ど
の
ほ
か
に
セ

ラ
ミ
ッ
ク
製
品
、
樹
脂
加
工
品
等
々
の
産
業
用

部
品
で
あ
る
。

「
夢
」 を
語
ろ
う

　

石
井
社
長
は
２
０
１
０
年
10
月
に
第
４
代
目

社
長
と
し
て
就
任
（
入
社
歴
38
年
）。「
楽
し

く
、『
夢
』
を
持
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
よ
う
」
が
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
Ｋ
Ｅ
Ｓ
導

入
の
活
動
は
２
０
０
５
年
か
ら
始
ま
り
、
２
０

０
６
年
に
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
」
ス
テ
ッ
プ
２

を
取
得
し
た
。
環
境
改
善
項
目
と
し
て
の
電
気

使
用
量
の
削
減
は
、
本
社
ビ
ル
建
設
（
２
０
０

８
年
）
時
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
１

２
０
枚
が
寄
与
し
た
。
電
気
使
用
量
の
20
％
は

ソ
ー
ラ
ー
発
電
だ
。
受
付
ロ
ビ
ー
の
大
型
液
晶

テ
レ
ビ
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
〜
化
石
燃
料
の

枯
渇
」
の
説
明
が
流
れ
、
テ
ラ
ス
に
は
ゴ
ー
ヤ

な
ど
の
植
栽
。
環
境
に
対
す
る
啓
蒙
と
実
践
活

動
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
企
業
価
値
向
上
へ
の

勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

移
動
は
公
共
交
通
機
関
を
優
先

　

Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
推
進
責
任
者
で
あ
る
総
務
部
経
理

課
の
和
田
憲
明
課
長
は
「
テ
ー
マ
は
し
ん
ど
い

が
〝
我
慢
を
す
る
〞、〝
減
ら
す
〞
で
す
。
毎
月

の
朝
礼
で
環
境
と
経
営
を
絡
め
て
成
果
を
評
価

し
ま
す
」
と
話
す
。
月
１
回
の
環
境
提
案
会
議

で
は
省
エ
ネ
や
好
環
境
に
つ
な
が
る
よ
う
な
提

　
「
モ
ノ
」
が
語
る
戦
争

展
で
は
、
金
属
探
知
機
で

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
瀬
戸

物
で
つ
く
ら
れ
た
手
榴
弾

や
地
雷
、
焼
夷
弾
の
模
型

や
軍
服
な
ど
、
戦
争
を
経

験
さ
れ
た
方
か
ら
提
供
さ

れ
た
「
モ
ノ
」
が
展
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
矢
野
博
画
伯
が

描
い
た
「
大
阪
大
空
襲
絵

画
」
の
原
画
展
や
竹
村
健

一
氏
の
描
い
た
「
は
ら
ぺ

こ
の
う
た
」
の
原
画
展
も

催
さ
れ
、
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
絵
か
ら
語
り
か
け

た
。
来
場
者
の
半
数
以
上

が
戦
争
を
知
っ
て
い
る
世

代
で
、
あ
ま
り
若
い
世
代

が
来
場
し
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
戦
争
を
知
っ
て
い

る
世
代
が
「
我
々
が
戦
争

を
知
っ
て
い
る
最
後
の
世

代
で
す
。
も
っ
と
若
い
世

代
に
本
当
の
戦
争
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
と
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
年
々
強
く
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
機
会
が
せ
っ
か

く
あ
る
の
だ
か
ら
、
若
い

世
代
に
も
来
場
し
て
も
ら

い
、
戦
争
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

胸
の
内
を
明
か
し
た
。

出
や
詳
細
な
ど
を
朗
読
と

と
も
に
語
る
掲
載
者
た
ち
。

当
時
を
思
い
出
し
、
堪
え

き
れ
ず
涙
な
が
ら
に
朗
読

す
る
掲
載
者
も
い
た
。

　

親
子
で
訪
れ
た
掲
載
者

が
多
い
な
か
、
孫
と
と
も

に
参
加
し
た
掲
載
者
も
。

孫
と
と
も
に
朗
読
す
る
掲

載
者
に
「
孫
た
ち
へ
の
証

言
」
を
発
行
す
る
新
風
書

房
代
表
の
福
山
琢
磨
さ
ん

（
83
）
は
「
ず
っ
と
こ
の
よ

う
な
原
稿
を
待
っ
て
い
た
」

と
喜
び
の
一
言
。
ま
さ
に

〝
孫
た
ち
へ
の
証
言
〞
と

な
っ
た
。

　

初
日
に
は
今
年
で
第
30

集
に
も
な
る
、
全
国
か
ら

公
募
し
た
戦
争
体
験
を
ま

と
め
た
「
孫
た
ち
へ
の
証

言
」
掲
載
者
に
よ
る
朗
読

会
が
行
わ
れ
た
。
第
30
集

に
向
け
て
寄
せ
ら
れ
た
応

募
原
稿
は
昨
年
の
５
割
増

し
。
大
阪
府
内
や
兵
庫
県

な
ど
、
近
畿
圏
内
を
中
心

に
多
く
の
地
域
か
ら
こ
の

朗
読
会
の
た
め
に
掲
載
者

が
集
ま
っ
た
。

　

文
章
に
隠
さ
れ
た
思
い

川下瑞希さん田中沙紀さん

だ
。
エ
ジ
ソ
ン
の
偉
大

な
発
明
か
ら
１
４
０

年
、
日
本
初
の
蓄
音
機

「
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
」
や

家
具
調
に
様
々
に
工
夫

さ
れ
た
蓄
音
機
な
ど
を

見
て
回
る
だ
け
で
も
楽

し
め
た
。

　

１
９
２
６
年
（
大
正

15
年
）、
米
国
の
ブ
ラ

ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
社
が
Ｇ

Ｅ
社
の
協
力
で
、
世
界

初
の
電
気
式
蓄
音
機

「
電
蓄
」
を
開
発
し
た
。

音
量
調
節
の
で
き
な
い

蓄
音
機
に
比
べ
て
、
電

蓄
は
音
質
を
損
な
う
こ

と
な
く
自
由
に
音
量
調

節
が
可
能
で
あ
り
、
発

明
以
来
半

世
紀
に
わ

　

大
阪
芸
術
大
学
博
物

館
（
大
阪
府
南
河
内
郡

河
南
町
）
の
協
力
で
、

１
８
９
０
年
代
半
ば
〜

１
９
３
０
年
代
製
造
ま

で
の
蓄
音
機
・
電
蓄
・

ラ
ジ
オ
を
中
心
に
合
計

64
点
が
と
こ
ろ
狭
し
と

展
示
さ
れ
、
蓄
音
機
の

歴
史
が
よ
く
分
か
っ

た
。

　

蓄
音
機

は
１
８
７

７
年
（
明
治
10
年
）
に

米
国
の
ト
ー
マ
ス
・
ア

ル
バ
・
エ
ジ
ソ
ン
が
、

蝋ろ
う

管
に
音
楽
を
記
録
・

再
生
し
て
楽
し
む
円
筒

形
レ
コ
ー
ド
・
蓄
音
機

（
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
）
を

発
明
し
た
の
が
始
ま
り

た
り
市
場
を
支
配
し
た

蓄
音
機
は
そ
の
使
命
を

終
え
た
。

　

第
２
会
場
で
は
米
国

Ｒ
Ｃ
Ａ
ビ
ク
タ
ー
社
の

工
場
で
、
レ
コ
ー
ド
の

録
音
か
ら
大
量
生
産
さ

れ
て
出
荷
さ
れ
る
ま
で

の
様
子
を
映
像
で
紹

介
。
20
分
弱
の
映

像
に
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
。

　

ラ
ジ
オ
は
ラ
テ

ン
語
で
「
放
射
」

の
意
を
表
す
。
１

９
０
０
年
（
明
治

33
年
）
設
立
の
安

中
電
機
製
作
所

（
現
在
の
ア
ン
リ

ツ
株
式
会
社
）
が

１
９
２
４
年
（
大

正
13
年
）
に
ラ
ジ
オ
受

信
機
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の

製
造
販
売
を
開
始
。
会

場
の
一
角
に
初
期
の

「
鉱
石
ラ
ジ
オ
」
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。

　

会
場
入
口
に
は
ル

イ
・
ル
ミ
エ
ー
ル
製
作

の
「
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
」

方
式
の
蓄
音
機
が
展
示

さ
れ
、
人
目
を
引
い
て

い
た
。

　

１
９
０
８
年
（
明
治

41
年
）
に
拡
声
ホ
ー
ン

を
使
用
し
な
い
ダ
イ
ア

グ
ラ
ム
方
式
の
特
許
を

取
得
し
て
お
り
、
１
９

２
４
〜
１
９
２
６
年

（
大
正
13
〜
15
年
）
に

生
産
さ
れ
た
。

　

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

の
学
芸
部
長
の
柳
知
明

さ
ん
に
詳
し
く
解
説
し

て
も
ら
っ
た
。

　
「
外
界
を
遮
断
す
る

イ
ヤ
ホ
ー
ン
使
用
で
は

な
く
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
流
れ
出
る
音
楽
を
体

感
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
Ｓ
Ｐ
盤
を
蓄
音
機

で
聴
く
も
よ
し
、
Ｌ
Ｐ

盤
や
Ｃ
Ｄ
を
ス
テ
レ
オ

で
聴
く
も
よ
し
で
す
」

柳知明さんとダイアグラム式蓄音機

家具調・蓄音機内
蔵の室内スタンド

　

講
師
の
小
野
元
裕

（
47
、
本
紙
社
長
）
氏
は

天
理
大
学
で
ロ
シ
ア
語
・

ロ
シ
ア
文
学
を
専
攻
し
、

卒
業
後
、
新
風
書
房
（
大

阪
市
）
に
入
社
す
る
も
２

０
０
５
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
赴
き
ロ
シ
ア
文
化
の
源

流
を
探
求
。
帰
国
後
の
２

０
０
６
年
、
ド
ニ
エ
プ
ル

出
版
を
設
立
し
、
豊

富
な
人
脈
か
ら
日
本

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交

流
協
会
を
立
ち
上
げ
、

毎
年
現
地
を
訪
れ
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
。
民
間
で
最
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
事
情
に
詳
し
い
人

物
と
評
さ
れ
て
い
る
。
講

演
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

現
在
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
状
況

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を

内
戦
と
言
う
が
認
識
が
ず

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
争

で
あ
る
。
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
１
万
人
以
上
の
死
者

が
出
て
お
り
、
１
５
０
万

人
以
上
が
避
難
し
て
い

る
。
第
三
次
世
界
大
戦
が

始
ま
っ
た
と
も
言
え
る
。

人
口
約
４
５
０
０
万
人
、

東
は
ロ
シ
ア
、
北
は
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
西
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
、南
は
モ
ル
ド
バ
、ル
ー

マ
ニ
ア
と
接
し
黒
海
が
広

が
る
。２
０
１
４
年
、プ
ー

チ
ン
は
核
爆
弾
を
持
っ
て

セ
バ
ス
ト
ポ
リ
軍
港
の
あ

る
ク
リ
ミ
ア
を
不
法
占
拠

し
た
が
、
国
際
法
違
反
で

あ
る
。
現
在
の
戦
争
の
始

ま
り
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は

大
き
く
な
っ
た
ド
ラ
息
子

が
小
さ
な
母
を
踏
み
倒
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
発

祥
の
地
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
性
格
は
穏
や
か
で
あ
る

が
、
悪
く
言
え
ば
結
束
力

が
な
い
の
で
ロ
シ
ア
に
つ

け
込
ま
れ
て
奪
い
取
ら
れ

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
絶

対
に
ロ
シ
ア
の
下
で
生
活

し
た
く
な
い
と
言
う
。
落

と
し
ど
こ
ろ
は
歴
史
の
再

検
証
を
す
る
こ
と
だ
。

ロ
シ
ア
の
裏
切

り
の
歴
史

　

歴
史
を
紐
解
く
と
裏
切

り
は
ロ
シ
ア
の
常
套
手
段

で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

の
戦
い
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

ロ
シ
ア
と
手
を
結
ん
だ

（
１
６
５
４
年
ペ
レ
ヤ
ス

ラ
フ
協
定
）、
し
か
し
モ

ス
ク
ワ
は
裏
切
っ
た
。
１

９
９
４
年
の
欧
州
安
全
保

障
会
議
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
覚

書
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
核
保

有
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
、
米

国
、
英
国
他
と
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
放
棄

す
る
代
わ
り
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
安
全
を
保
障
す
る
と

取
り
決
め
た
も
の
。
２
０

１
４
年
、
ク
リ
ミ
ア
占
領

で
こ
の
覚
書
を
議
論
し
よ

う
と
し
た
が
ロ
シ
ア
は
参

加
を
拒
否
、
米
英
は
無
視

し
た
。
賢
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
は
「
絶
対
に
１
９
９
４

年
に
核
兵
器
を
離
す
べ
き

で
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

ま
た
、
オ
バ
マ
大
統
領

が
「
世
界
の
警
察
を
辞
め

る
」
と
宣
言
し
た
罪
は
大

き
い
。
今
、「
時
限
爆
弾

を
稼
働
中
の
原
発
に
ブ
チ

込
み
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
住

め
な
く
す
る
」
と
言
う
急

進
的
な
若
者
が
増
え
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
安

倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
を
見

て
「
日
本
人
は
甘
い
、
北

方
領
土
は
絶
対
に
返
っ
て

こ
な
い
」
と
断
言
す
る
。

返
還
に
つ
い
て
は
日
本
人

は
話
し
合
い
だ
と
言
う

が
、
戦
争
か
買
い
取
る
か

で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
の
社
会

構
造
の
違
い

　

１
２
４
０
年
、
キ
エ
フ

を
タ
タ
ー
ル
人
（
モ
ン
ゴ

ル
）
が
包
囲
し
植
民
地
と

し
た
。「
キ
エ
フ
が
母
、

ロ
シ
ア
は
子
ど
も
」
と
親

子
関
係
と
考
え
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
。
一
方
、
ロ
シ
ア
は

野
蛮
な
モ
ン
ゴ
ル
人
か
ら

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
弟
）
を

守
る
ロ
シ
ア
（
兄
）」
と

い
う
兄
弟
関
係
と
捉
え

る
。
こ
の
認
識
の
違
い
が

今
日
ま
で
流
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
は

徹
底
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

を
根
絶
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
歴
史
の
語
り
部
「
コ

ブ
ザ
ー
ル
」
が
生
き
残
っ

た
の
で
凄
惨
な
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

両
者
は
同
根
で
あ
っ
て

も
社
会
構
造
は
違
う
。
ロ

シ
ア
は
三
角
形
で
頂
点
は

権
力
者
と
な
る
。
人
口
１

億
４
千
万
人
の
半
分
以
上

は
公
務
員
と
年
金
受
給

者
、
給
料
や
年
金
が
ア
ッ

プ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
、

強
力
な
権
力
者
を
求
め

る
。
た
と
え
プ
ー
チ
ン
が

殺
さ
れ
て
も
次
が
出
て
く

る
構
造
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
中
心
に
権
力
者
が

い
る
円
形
の
構
造
、
ト
ッ

プ
が
い
な
く
な
っ
て
も
代

わ
り
は
周
り
に
い
る
。

現
在
の
状
況
を
調

整
で
き
る
の
は

　

１
９
９
１
年
、
ソ
連
は

崩
壊
し
た
。
ソ
連
の
支
配

に
あ
っ
た
バ
ル
ト
三
国
の

ロ
シ
ア
離
れ
が
進
ん
で
い

る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
言

語
庁
が
で
き
て
エ
ス
ト
ニ

ア
語
Ａ
ラ
ン
ク
を
話
さ
な

け
れ
ば
医
者
に
な
れ
な

い
。
ま
た
ロ
シ
ア
に
対
し

て
の
軍
備
強
化
を
進
め
て

い
る
。
ク
リ
ミ
ア
に
は
資

源
が
な
く
、
観
光
客
は
ほ

ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ー
チ
ン
と
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
仲
は
シ
リ
ア
問

題
で
ヒ
ビ
が
入
り
、
大
統

領
選
の
情
報
操
作
や
英
国

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
も
プ
ー
チ
ン

の
差
し
金
と
も
い
わ
れ
険

悪
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
今
年

は
日
本
年
、
外
交
関
係
樹

立
25
周
年
で
２
、
３
０
０

億
円
の
支
援
を
行
う
な
ど

友
好
的
で
あ
る
。
こ
の
戦

争
は
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア

か
ら
出
て
行
け
ば
終
わ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
侵

略
し
な
い
。
ロ
シ
ア
は
折

れ
る
こ
と
も
な
い
。
国
連

も
力
を
持
た
な
い
。
こ
の

よ
う
な
中
、
日
本
は
微
妙

な
立
場
に
あ
る
。
最
後
に

英
字
新
聞
を
引
用
し
て
締

め
く
く
っ
た
。

　
「
世
界
広
し
と
い
え
ど
、

エ
ン
ペ
ラ
ー（
天
皇
陛
下
）

は
日
本
に
し
か
い
な
い
。

こ
の
世
界
を
調
整
で
き
る

の
は
エ
ン
ペ
ラ
ー
だ
け
。

す
な
わ
ち
日
本
だ
」

 

（
石
河
亮
平
）

日
本
会
議
大
阪
中
河
内
支
部 

講
演
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今

〜
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
の
狭
間
で

ウクライナの現状について講演する小野元裕社長

「モノ」 が語る
戦争展に参加して
　竹やりや千人針など、戦争に
関する 100 点以上もの展示品が
集められた「〝モノ〟が語る戦
争展」が８月 13 ～ 15 日に近鉄
百貨店上本町店 10 階、近鉄文
化サロンにて開催された。

大手前大生
（兵庫県西宮市） 参加記

　

東
大
阪
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
（
東
大
阪
市
吉

田
６
）
に
て
８
月
８
日
か
ら
９
月
３
日
の
間
、

特
別
展
「
音
楽
再
生
の
楽
し
み
・
は
じ
ま
り
は

蓄
音
機
」
が
開
催
さ
れ
た
。

エ
ジ
ソ
ン
が
や
っ
て
来
た

蓄音機とラジオの歴史が一堂に

　

９
月
３
日
、
午
後
２
時
か
ら
日
本
会
議
大
阪
中
河
内
支
部
（
中
東
弘
支
部
長
）
第
11
回
講
演
会
が
柏

原
市
民
文
化
会
館
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
（
柏
原
市
安
堂
町
１
）
で
開
か
れ
約
50
人
が
参
加
し
た
。

地域の発展に力を尽くす石井政俊社長（２階テラスで）

KES環境経営で 「地域に貢献」 する 
八尾特産 〝棉の種の保存〟 を目指す異色企業

シリーズ O-KES に取り組む企業②

＊
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ

ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
」
国
連

が
２
０
１
５
年
に
採
択
し
、
２
０
３
０
年
を
期

限
と
す
る
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

そ
の
理
念
は
全
人
類
の
幸
福
を
実
現
す
る
こ
と

に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
貧
困
・
飢
餓
の
撲
滅
、

健
康
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
提
供
、
気
候
変
動

回
避
等
々
で
あ
る
。
外
務
省
は
ピ
コ
太
郎
さ
ん

を
起
用
し
動
画
で
Ｐ
Ｒ
中
。
経
団
連
は
「
行
動

指
針
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
に
改
定
す
る
。

東輝産業株式会社
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八
尾
市
役
所

八
尾
警
察
署

八
尾
消
防
本
部

自

衛

隊

つ
で
「
女
性
で
な
く
て
は

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
と
言
い
、
女
性
と
男

性
が
互
い
の
得
意
分
野
で

力
を
発
揮
し
、
協
力
し
て

仕
事
を
遂
行
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
1
人
1
人
が

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し

た
。
八
尾
市
役
所
職
員
が

口
火
を
切
る
。
女
性
の
お

茶
汲
み
仕
事
を
な
く
し
た

と
き
、
男
性
か
ら
「
女
性

に
気
遣
う
こ
と
な
く
、
好

き
な
と
き
に
自
分
で
お
茶

を
汲
ん
で
飲
め
る
よ
う
に

な
っ
て
、
気
楽
に
な
っ

た
」
と
喜
び
の
声
が
多
く

出
た
。
悪
習
を
踏
襲
し
て

い
た
の
で
は
、
互
い
に
本

長
）
は
、
体
験
学
習
に
力

を
入
れ
よ
う
と
動
き
出
し

た
。
８
月
21
日
〜
22
日

に
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
サ

マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
〜
見
る
・

知
る
・
触
れ
る
・
体
験
す

る
」
を
京
丹
後
市
で
行
っ

た
。
今
年
４
月
に
大
手
前

大
学
と
京
丹
後
市
（
三
崎

政
直
市
長
）
が
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
こ
と

で
、
キ
ャ
ン
プ
が
実
現
し

た
。

　

旗
振
り
役
は
社
会
連
携

委
員
長
の
山
下
真
知
子
教

授
。
５
年
前
か
ら
京
丹
後

と
関
わ
っ
て
き
た
谷
村
要

准
教
授
、
歴
史
的
建
造
物

を
探
索
す
る
玉
田
浩
之
准

教
授
、
地
域
に
役
立
つ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
模
索
す

る
本
田
直
也
准
教
授
、
ド

同ど
う

塵じ
ん

窯が
ま

土
器
の
魅
力
を
追
い
続
け
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

サ
マ
ー・

キ
ャ
ン
プ

女性だけなので、率直に思いを述べ合うことができた

ヘリコプターの前で記念撮影（前列左から５人目、平野佐織八尾副市長）

大手前大学
（兵庫県西宮市）

広域 見る

知る

触れる

体験する

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
を
前
回
紹
介
致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
続
き
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

薬
局
で
売
ら
れ
て
い
る
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
の
購
入
を
促
す
制
度

だ
と
い
う
こ
と
は
前
回
お
伝
え

し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
も
医
療

費
控
除
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
確
定
申
告
の
時
期

に
は
皆
さ
ん
病
院
の
領
収
書
を

た
く
さ
ん
私
共
の
事
務
所
へ
持

っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
あ
っ
た
医
療
費
控
除

と
は
選
択
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
の
医
療
費
控
除

は
10
万
円
を
超
え
た
ら
控
除
し
て
も
ら
え
る
と
ご
存
じ

の
方
が
多
い
で
す
が
、詳
し
く
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

所
得
が
２
０
０
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
の
５
％
に

な
る
の
で
、
10
万
円
で
は
な
く
て
、

下
が
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
回
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
税
制
は
年
間
１
万
２
千
円
を

超
え
れ
ば
所
得
控
除
し
て
く
れ
る

制
度
で
す
の
で
、
対
象
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
を
薬
局
で
買
っ
て
年
間
の
合

計
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
て
い

れ
ば
確
定
申
告
を
し
て
税
金
が
安

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

従
前
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択
に

な
る
と
こ
ろ
が
厄
介
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
か
ら
確
定
申
告
の
時
に
医
療
費
の
領
収

書
を
添
付
し
な
く
て
良
い
制
度
が
で
き
ま
し
た
が
、
医

療
費
の
明
細
書
を
代
わ
り
に
添
付
す
る
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

税
理
士
泣
か
せ
だ
な
ぁ
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、

今
ま
で
も
電
子
申
告
の
際
に
明
細
を
つ
け
れ
ば
領
収
書

は
提
出
を
省
略
し
て
五
年
間
保
管
し
て
い
れ
ば
よ
い
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
明
細
を
作
る
の
は
税
理

士
の
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
と
結
構
大
変
な
ん
で
す
。

ま
ず
は
支
払
医
療
機
関
ご
と
に
分
け
る
、
治
療
さ
せ
た

人
毎
に
分
け
る
、
そ
の
上
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
と
従
来
の
医
療
費
控
除
と
ど
ち
ら
が
有
利
か
を

判
定
し
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
明
細
を
作
っ
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
ま

す
。
還
付
金
額
が
２
千
円
だ
と
、
請
求
は
そ
れ
以
上
し

に
く
く
、
税
理
士
さ
ん
は
結
構
つ
ら
い
で
す
。
お
客
様

に
協
力
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

セルフメディケーション税制②
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―
―
斉
藤
さ
ん
の
娘
さ
ん
家
族
が
ま
だ
北
朝
鮮
に

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
日
本
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
、

さ
ら
に
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
で
ら
れ
る
こ
と
で

娘
さ
ん
一
家
に
危
険
は
及
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

斉
藤　
自
分
が
公
の
場
に
出
る
ほ
う
が
娘
に
手
を
か

け
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

拉
致
被
害
者
家
族
の
横
田
滋
・
早
紀
江
さ
ん
も
娘

の
名
前
を
公
表
す
る
か
ど

う
か
で
か
な
り
悩
ま
れ
た

後
実
名
報
道
を
す
る
こ
と

が
娘
の
安
全
に
つ
な
が
る

と
考
え
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

　

―
―
北
に
い
る
時
日
本
に
帰
り
た
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
か
？

　

榊
原　

う
ー
ん
、
思
っ
て
い
た
け
ど
ど
う
し
よ
う

も
な
か
っ
た
で
す
ね
。「
仕
方
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
日
々
の
生
活
で
精
一
杯

だ
っ
た
で
す
ね
。

　

―
―
と
い
う
こ
と
は
、
明
日
ど
う
や
っ
て
生
活
し

て
い
く
か
と
い
う
事
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
わ
け

で
す
ね
。

　

榊
原　

い
い
え
、
明
日
で
は
な
く
今
日
一
日
を
ど

う
や
っ
て
凌
ご
う
か
と
い
う
目
の
前
の
事
で
精
一
杯

で
し
た
ね
。

　
「
仕
方
が
な
い
」、「
明
日
で
は
な
く
今
日
」。
私
は

言
葉
を
失
っ
た
。
北
で
の
40
年
間
の
生
活
の
中
で
言

い
た
い
こ
と
も
言
え
な
い
理
不
尽
な
環
境
の
中
ど
の

よ
う
な
心
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑

問
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
す
ら
考
え
る
余
裕
が
な
く

「
今
日
を
生
き
る
」
こ
と
で
精
一

杯
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

私
は
脱
北
者
が
著
し
た
本
は
多
数

読
ん
で
お
り
あ
る
程
度
北
朝
鮮
で

の
生
活
は
理
解
し
て
い
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
文
字
を
通
し
て
理
解

す
る
こ
と
と
実
際
に
当
事
者
か
ら

話
を
聞
い
て
み
る
の
と
で
は
か
な

り
衝
撃
度
が
違
う
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

斉
藤
さ
ん
や
榊
原
さ
ん
の
よ
う
に
日
本
か
ら
北
朝

鮮
に
渡
り
、
そ
の
後
脱
北
し
て
日
本
に
帰
っ
て
き
た

日
本
人
妻
の
中
に
平
島
筆
子
さ
ん
と
い
う
方
が
い

る
。
彼
女
は
２
年
余
り
日
本
で
生
活
を
し
た
後
北
朝

鮮
に
戻
っ
た
。北
に
残
し
て
き
た
家
族
か
ら
の
電
話
、

日
本
に
住
ん
で
い
た
当
時
と
は
様
変
わ
り
し
た
東
京

で
の
孤
独
な
生
活
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
残
り

少
な
い
人
生
を
家
族
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
択
す

る
。
そ
の
時
平
島
さ
ん
は
67
歳
だ
っ
た
。

　

―
―
平
島
筆
子
さ
ん
の
事
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

斉
藤　

北
朝
鮮
に
戻
ら
ず
日
本
か
ら
仕
送
り
を
し

て
あ
げ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
個
人

的
に
思
い
ま
す
。
日
本
か
ら
の
仕
送
り
が
あ
れ
ば
北

で
の
生
活
は
か
な
り
助
か
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

榊
原　

私
も
同
感
で
す
ね
。

　

韓
国
に
渡
っ
た
脱
北
者
の
場
合
、
韓
国
政
府
は
ハ

ナ
院
と
い
う
施
設
を
設
け
韓
国
社
会
に
適
応
す
る
た

め
の
教
育
を
受
け
数
か
月
を
過
ご
す
。
そ
の
後
自
分

の
力
で
韓
国
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。
し
か
し
日

本
に
は
そ
の
よ
う
な
施
設
は
な
く
日
本
に
戻
っ
て
き

た
脱
北
者
た
ち
は
山
田
氏
の
よ
う
な
方
々
の
援
助
を

頼
り
に
日
本
語
の
習
得
を
含
め
様
々
な
こ
と
を
克
服

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

　

山
田
氏
が
脱
北
者
を
支
援
す
る
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
こ
の
活
動
を
続
け
る
原
動
力

は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
中
国
で
拘
束
さ
れ
、
し
か

も
北
朝
鮮
か
ら
逮
捕
状
ま
で
出
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
な
ぜ
今
も
続
け
ら
れ
る
の
か
。
山
田
氏
に
話
を

聞
い
た
。

　

山
田　

き
っ
か
け
は
最
初
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

の
犯
人
金
賢
姫
の
手
記
を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
北
朝

鮮
と
い
う
国
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北

に
渡
っ
た
家
族
の
親
戚
の
人
た
ち
か
ら
直
に
聞
き
取

り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
北
朝
鮮
の
実
態
を
知
り

脱
北
者
の
支
援
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

―
―
中
国
で
拘
束
さ
れ
た
と
き
は
日
本
に
戻
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　

山
田　

え
え
、
戻
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
楽
天
的
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

当
時
の
文
献
を
読
む
と
《
８
月
12
日
の
尋
問
の
冒

頭
、「
今
回
の
あ
な
た
の
た
ち
の
行
動
は
人
道
的
な

立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
」
と

告
げ
ら
れ
、
７
人
の
脱
北
者
の
処
遇
に
も
か
す
か
な

光
を
見
出
し
た
》
と
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
て
山
田
氏

は
日
本
に
無
事
帰
国
で
き
る
の
で
は
と
少
し
感
じ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
こ

の
資
料
で
も
分
か
る
通
り
、
取
り
調
べ
中
で
も
山
田

氏
は
一
貫
し
て
自
分
の
こ
と
よ
り
も
拘
束
さ
れ
た
脱

北
者
の
今
後
の
処
遇
を
心
配
し
て
い
る
。

　

―
―
ご
家
族
の
方
は
山
田
先
生
の
活
動
に
関
し
て

ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
様
々
な
団
体
か
ら

嫌
が
ら
せ
な
ど
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

　

山
田　

上
海
か
ら
成
田
に
戻
っ
て
き
て
記
者
会
見

終
了
後
、
東
京
か
ら
大
阪
に
向
か
う
新
幹
線
の
中
で

私
の
妻
が
「
も
う
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
と
こ

と
ん
や
っ
た
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
て
ね
。

　

―
―
北
朝
鮮
に
対
峙
し
て
い
ま
す
が
怖
く
な
い
の

で
す
か
。

　

山
田　

怖
い
？　

う
ー
ん
、
ど
う
し
て
か
な
。
私

は
数
多
く
の
帰
国
者
の
家
族
に
直
接
聞
い
て
ま
わ
る

こ
と
で
北
朝
鮮
の
実
態
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を

理
解
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は

文
献
の
み
を
通
し
て
北
朝
鮮

の
実
態
を
知
り
ま
し
た
ね
。

だ
か
ら
怖
い
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

―
―
山
田
先
生
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
博
愛
主
義
者

な
の
で
す
か
。
な
ぜ
命
を
懸
け
て
ま
で
救
出
活
動
を

続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
田　

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
べ
つ
に
北
朝
鮮
に
い
る
人
を
無
理
や
り
脱
北
さ

せ
日
本
に
連
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

よ
。
日
本
に
帰
り
た
い
と
願
う
人
を
支
援
し
て
い

る
だ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
と
な
ぜ
活
動
す
る
か
？　

う
ー
ん
、
誰
も
や
ら
な
い
か
ら
か
な
。

　

脱
北
者
の
方
々
が
体
験
し
た
北
朝
鮮
で
の
壮
絶
な

生
活
、
中
朝
国
境
に
あ
る
鴨
緑
江
を
決
死
の
覚
悟
で

渡
り
、
そ
の
後
の
日
本
社
会
で
の
様
々
な
壁
を
乗
り

越
え
て
生
き
て
い
る
人
生
、
ま
た
外
国
で
拘
束
さ
れ

て
も
前
進
し
続
け
る
山
田
氏
の
生
き
様
に
今
回
少
し

だ
け
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
い
っ
た

い
「
幸
せ
」
と
は
何
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
斉
藤
さ
ん
、
榊
原
さ
ん
、
そ

し
て
山
田
氏
と
の
面
会
を
通
し
て

自
分
の
人
生
を
も
う
一
度
見
つ
め

な
お
す
契
機
に
な
っ
た
。

　

読
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
に

と
っ
て
「
生
き
る
こ
と
」「
幸
せ
」

と
は
な
ん
で
す
か
。

 

（
お
わ
り
）

「北朝鮮帰国者の生命と人権
を守る会」代表の山田文明氏

夫と北へ渡った斉藤博子さん

両親と北へ渡った榊原洋子さん

　

東
大
阪
新
聞
社
社
長
、
小
野
元
裕
氏
の
協
力
に

よ
り
、「
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命
と
人
権
を
守
る

会
」（
以
下
「
守
る
会
」）
代
表
の
山
田
文
明
氏

（
68
）
と
、
北
朝
鮮
を
脱
出
し
現
在
日
本
に
居
住

し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
北
者
」
２
人
か
ら
生

の
声
を
聞
く
機
会
を
得
た
。

脱
北
者
の〝
生
の
声
〞を
聞
く
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環
境
破
壊
、
世
界
的
テ

ロ
、
Ａ
Ｉ
の
急
発
展
な
ど

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
誰
も

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
時

代
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。
大
学
に

求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、

若
者
た
ち
に

学
問
・
知
識

を
授
け
、
大

き
な
波
を
乗

り
越
え
る
力

を
付
け
る
こ

と
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、

学
問
・
知
識

を
ベ
ー
ス

に
、
教
員
は

学
生
と
共
に

社
会
問
題
に

向
き
合
い
、

知
識
と
経
験

を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
知
恵

を
身
に
付
け
さ
せ
る
指
導

こ
そ
が
必
要
だ
。

　
「STUDY FOR LIFE

」

を
建
学
の
精
神
と
す
る
大

手
前
大
学
（
鳥
越
皓
之
学

な
つ
か
し
い
写
真

大
阪
鉄
道
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

撮影時期　昭和33年8月ごろ
撮影場所　国鉄天王寺駅に停車中の快速
ディ―ぜル列車　（湊町―奈良）間

　国鉄関西本線の全身である大阪鉄道が明
治22年5月14日に湊町―柏原間が河内地
方では最も早く鉄道として開通しました。
　平野・八尾付近に大きな紡績工場が誕生
しましたが、外国からの安い撚糸が入り、
業界の衰退により、現在では大きなマン
ションに変化しました。
　湊町―奈良間の電化工事も大阪万博以降
になりました。

　
「
象
牙
の
塔
」
の
時
代
は
終
わ
り
、「
社
会
と

連
携
す
る
教
育
機
関
」
へ
と
変
貌
す
る
大
学
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、
大

学
の
存
在
も
ま
た
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

ロ
ー
ン
撮
影
で
地
域
起
こ

し
作
品
を
考
え
る
森
本
雅

博
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ

ミ
生
を
連
れ
て
参
加
。
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
衣
川
大

輔
非
常
勤
講
師
は
現
地
を

知
る
た
め
に
、
ま
た
福
井

就
講
師
は
短
期
大
学
の
代

表
と
し
て
加
わ
っ
た
。
地

域
・
社
会
連
携
室
の
小
森

肇
室
長
、
広

報
部
の
山

本
篤
史
氏
が

全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
。
非

常
勤
講
師
を

務
め
る
私
も

参
加
し
、
取

材
の
コ
ツ
を

学
生
に
伝
授

し
た
。

　

21
日
朝
、

大
手
前
大
学

か
ら
バ
ス
に

乗
り
２
時
間

半
ほ
ど
で
京

丹
後
に
到

着
。
参
加
者

約
30
人
全
員
で
丹
後
ち

り
め
ん
織
元
、
田
勇
機

業
株
式
会

社
（
田
茂

井
勇
人
社

長
）
を
見

学
。
丹
後

ち
り
め
ん

の
歴
史
、

技
術
、
今

後
の
展
開

な
ど
目
か

ら
鱗
が
落

ち
る
話
を

聞
く
。
学

生
た
ち
は

目を輝かせる学生たち

「夢まち創り大学」で記念撮影

田茂井勇人社長の話を真剣に聞く学生たち

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
取
材
し
て
い
た
。

　

夜
は
京
丹
後
市
が
用
意

し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
学

生
た
ち
自
ら
作
っ
た
お
に

ぎ
り
と
サ
ラ
ダ
で
語
り
合

う
。
丹
波
米
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
は
美
味
し
く
、
そ

の
味
わ
い
が
い
つ
ま
で
も

口
の
中
に
残
る
ほ
ど
だ
っ

た
。

　

２
日
目
、
22
日
は
「
蒲

井
・
旭
地
区
」「
稲
葉
本

家
周
辺
」「
か
ぶ
と
山
周

辺
」「
琴
引
浜
周
辺
」
の

４
チ
ー
ム
に
別
れ
て
取

材
。
苦
労
し
な
が
ら
も
、

若
者
な
ら
で
の
ガ
ッ
ツ
を

発
揮
し
、
学
生
た
ち
は
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
た
。

　

３
時
間
後
、
夢
ま
ち

創
り
大
学
（
廃
校
を
リ

フ
ォ
ー
ム
）
に
集
合
し
、

チ
ー
ム
ご
と
で
発
表
を

行
っ
た
。

　

〇
〇
さ
ん
は
取
材
に
協

力
的
だ
っ
た
と
か
、
×
×

さ
ん
は
非
協
力
的
だ
っ
た

と
か
、
地
元
住
民
で
も
知

ら
な
い
実
情
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

　

都
会
に
い
る
と
き
に
は

決
し
て
見
せ
な
い
学
生
た

ち
の
目
の
輝
き
を
見
た
と

き
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
成

功
し
た
と
確
信
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
展
開
が
楽
し
み

だ
。

 

（
小
野
元
裕
）

　

八
尾
を
守
る
女
性
の
会
が
８
月
23
日
に
八
尾

駐
屯
地
会
議
室
（
八
尾
市
空
港
１
）
で
開
か
れ

た
。
八
尾
市
役
所
か
ら
４
人
、
八
尾
警
察
署
か

ら
４
人
、
八
尾
消
防
本
部
か
ら
４
人
、
自
衛
隊

か
ら
８
人
が
参
加
し
、
職
場
に
お
け
る
女
性
の

立
場
、待
遇
な
ど
胸
襟
を
開
い
て
話
し
合
っ
た
。

参
加
者
は
全
員
女
性
。
八
尾
市
で
は
初
め
て
の

試
み
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

平
野
佐
織
八
尾
副
市
長

（
52
）
が
冒
頭
の
あ
い
さ

八尾を守る女性の会

音
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

八
尾
警
察
署
で
刑
事
課

強
行
犯
係
に
勤
め
る
女
性

は
、
腐
乱
死
体
を
率
先
し

て
運
ぶ
と
い
う
。
マ
ッ

チ
ョ
な
男
性
で
も
腰
が
引

け
る
仕
事
だ
。
ま
た
、
窓

口
は
強
面
の
男
性
よ
り
も

柔
和
な
女
性
の
方
が
い
い

の
で
は
と
い
う
意
見
に

は
、
会
場
の
全
員
が
う
な

ず
い
た
。

　

八
尾
消
防
本
部
に
勤
め

る
女
性
は
、
消
防
学
校
の

成
績
が
良
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
希
望
の
「
火

消
し
」
に
は
な
れ
ず
事
務

職
に
回
さ
れ
た
経
験
を
話

し
た
。
男
性
と
同
じ
よ
う

に
「
火
消
し
」「
24
時
間

勤
務
」
を
希
望
す
る
女
性

に
対
し
て
、
少
し
ず
つ
職

場
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
不
評
だ
っ
た
ピ
ン

ク
色
の
女
性
用
制
服
も
な

く
な
っ
た
と
い
う
。

　

自
衛
隊
で
航
空
操
縦
士

と
し
て
勤
め
る
女
性
は
、

高
校
卒
業
後
、
気
象
観
測

の
仕
事
で
入
隊
し
た
。
働

く
う
ち
に
航
空
操
縦
士
に

憧
れ
、
勉
強
し
て
夢
を
手

に
し
た
。
ま
た
、
４
人
の

子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
働

く
女
性
も
お
り
、
逞
し
さ

は
男
性
顔
負
け
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
社
会
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
は
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
。

　

同
塵
窯
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

備
え
た
窯
で
、

木
村
直な

お

規き

さ
ん
（
69
）

が
主
宰
し
て
い
る
。
木

村
さ
ん
は
京
都
北
白
川

の
出
身
、
世
界
史
・
政

治
経
済
の
高
校
教
師
を

し
て
い
た
。

　

そ
の
昔
、
大
学
教
授

の
父
親
か
ら
貰
っ
た
小

遣
い
で
「
焼
き
物
」
を

購
入
し
た
こ
と
が
、
自

己
流
な
が
ら
陶
芸
へ
の

道
を
進
む
キ
ッ
カ
ケ
と

な
っ
た
。

　

40
年
ほ
ど
前
に
趣
味

と
し
て
陶
芸
を
始
め

た
。
展
示
会
に
作
品
を

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
プ

ロ
の
陶
芸
作
家

に
「
自
己
の
価

値
観
を
持
っ

て
、
売
る
と
い

う
責
任
意
識
を

持
ち
な
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。
要

は
、
作
品
を
無た

料だ

で
上
げ
て
は

い
け
な
い
、
必

ず
「
価
格
」
を
表
示
し

て
販
売
す
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
教
わ
っ
た
。

　

当
時
の
値
付
け
は
、

珈
琲
カ
ッ
プ
等
が
、
単

価
３
〜
５
千
円
で
売
れ

た
時
代
だ
っ
た
。
し
か

し
世
の
中
は
、
そ
う
い

つ
ま
で
も
上
手
く
運
ば

な
い
。
や
が
て
バ
ブ
ル

景
気
が
崩
壊
し
、
プ
ロ

の
作
家
も
サ
ッ
パ
リ
売

れ
な
い
時
代
が
到
来
し

た
。
現
在
は
価
格
は
と

も
か
く
、
普
段
使
い
で

生
活
の
中
で
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
生
き
が
い

に
製
作
に
い
そ
し
ん
で

い
る
。

　

木
村
さ
ん
は
弥
生
式

土
器
に
惹
か
れ
て
、
こ

の
30
年
ほ
ど
は
可
能
な

限
り
土
器
と
同
じ
土
、

同
じ
製
作
方
法
、
焼
き

方
（
野
焼
き
）
で
土
器

を
製
作
し
て
い
る
。
土

器
は
５
千
年
以
上
前
の

旧
石
器
時
代
（
農
耕
文

明
以
前
）
か
ら
焼
か
れ

て
お
り
、
縄
文
土
器
が

世
界
最
古
と
言
わ
れ
て

い
る
。
日
用
雑
器
と
し

て
、
特
別
に
祭
器
と
し

て
作
ら
れ
る
よ
う
に

に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
人
び
と
の
神

へ
の
意
識
は
次
第
に
薄

れ
て
階
級
社
会
の
中
に

埋
没
し
て
い
く
。
こ
の

時
期
が
世
界
の
四
大
文

明
の
時
代
で
あ
り
、
弥

生
時
代
に
あ
た
る
。

　

木
村
さ
ん
は
以
前

に
、縄
文
時
代
中
期（
５

千
年
前
）
の
土
を
入
手

す
る
機
会
が
あ
り
、
心

を
込
め
て
「
土
器
」
を

焼
き
上
げ
た
。
作
品
は

大
阪
経
済
大
学
・
80
周

年
記
念
館
に
贈
呈
し
大

事
に
陳
列
さ
れ
て
い

る
。 

（
小
川
秀
人
）

な
っ
た
。
こ
の
時
代
は

支
配
者
と
被
支
配
者
の

関
係
が
発
生
し
て
い
な

い
原
始
共
産
制
社
会
で

あ
り
、
人
び
と
は
ひ
た

す
ら
神
を
畏
れ
敬
う
時

代
だ
っ
た
。

　

や
が
て
農
耕
文
明
の

発
生
に
よ
り
私
有
財
産

制
に
基
ず
く
階
級
社
会

を
形
成
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
祭
政
一
致
の

時
代
と
は
い
え
、
よ
り

高
度
な
生
産
性
の
向
上

へ
と
進
み
、
土
器
文
化 器作りをする木村直規さん

木村直規さん

土器の世界 八尾市で初の

同塵窯
主宰　木村直規
東大阪市本庄1-2-18
☎ 072-962-2178



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年９月１５日（金）

One Love

　現在、虐待
などの様々な
事情により養
護されている
子どもは全国
に45,000人 い
る。厚生労働
省が８月２日に発表した「新し
い社会的養育ビジョン」では「永
続的解決の必要性」を訴えてい
る。子どもたちを取り巻く社会
問題には「貧困」「虐待」「自立

支援」等様々あるが、それを対処法ではな
く根本的かつ永続的に解決するには「家庭
養育」が大きなカギとなる。
　子どもにとって必要な暴力のない、自己
否定のない安心で安全な家庭養育。政府は
この家庭養育の目標値を75％とした。しか
し、現状は里親家庭の不足、里親制度への
理解不足が深刻であり17％程度。
　「10月４日は里親の日。全国一斉啓発
OneLoveキャンペーンでリーフレットを配
布することにより、子どもたちの人生が変
わります」とNPO日本子ども支援協会代表
理事の岩朝しのぶさん（44）は広く呼びか
けている。
　問い合わせはNPO法人日本子ども支援協
会（☎0742−27−6266）へ。

全国一斉啓発

キャンペーン

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

タ
ラ
ス
君
が
神
妙
な
表
情
を
し
て
私
の
目
を
覗

き
込
ん
だ
。

　
「
あ
な
た
は
日
本
人
な
の
で
、
心
の
底
で
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
他
人
事
と
し

て
受
け
止
め
て
い
る
で
し
ょ
う
」

　

私
は
む
っ
と
し
て
、
切
り
返
し
た
。

　
「
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
生

活
を
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
友
人
も
多

く
、
他
人
事
な
ど
と
は
爪
の
先
か
ら
思
っ
て
い
な

い
よ
」

　

申
し
訳
な
さ
そ
う
な
表
情
に
な
っ
て
タ
ラ
ス
君

は
謝
る
。

　
「
す
み
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
半
分
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
で
し
た
ね
」

　

半
分
と
い
う
言
葉
に
引
っ
掛
か
り
を
感
じ
た

が
、
大
人
の
対
応
を
し
よ
う
。
黙
っ
て
、
グ
ラ
ス

を
差
し
出
し
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
日
本
に
乾
杯
！
」

　

マ
リ
ア
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

　

タ
ラ
ス
君
は

一
息
置
い
て
続

け
た
。

　
「
８
月
29
日

早
朝
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
が
北
海
道
上

空
を
飛
び
ま
し

た
ね
。
さ
ら
に

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
搭
載

用
の
水
爆
実
験

が
成
功
し
た
と

い
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」

　

話
が
ど
こ
へ

向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
マ
リ
ア
は
目
を
見
開

い
て
聞
い
て
い
る
。
タ
ラ
ス
君
は
マ
リ
ア
に
大
丈

夫
と
い
う
サ
イ
ン
を
視
線
で
送
っ
て
か
ら
核
心
に

迫
っ
た
。

　
「
野
獣
を
前
に
し
て
丸
腰
で
勝
て
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
は
早
く
改
憲
し
、
身
を
守
る
準

備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

世
界
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
核
武
装
を
放
棄
し
た

ば
か
り
に
こ
の
ざ
ま
で
す
。
日
本
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
学
ぶ
べ
き
で
す
。チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
広
島
・

長
崎
・
福
島
、
ク
リ
ミ
ア
と
北
方
領
土
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
日
本
は
地
球
の
裏
表
に
存
在
し
ま
す
が
、

ま
さ
に
合
わ
せ
鏡
な
の
で
す
。
も
は
や
、
改
憲
の

議
論
を
す
る
時
間
さ
え
な
い
の
で
す
。
世
界
的
な

地
獄
絵
は
す
ぐ
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
青
年
か
ら
発
せ
ら
れ
た
ま
っ
す

ぐ
な
言
葉
が
胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
心
の
モ
ヤ
モ

ヤ
が
晴
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
地
で
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
に
目
覚
め
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
86

ウクライナと日本は合わせ鏡

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

12月２日（土） ■入場料
全席指定・税込
SS席…6,000円、S席…4,500円／割引3,600円プリズムクラブ4,050円
A席…3,000円／割引2,400円プリズムクラブ2,700円 B席…2,000円
フレッシュシート25…1,000円フレッシュシート18…500円

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会
今年の協奏曲 (コンチェルト )と交響曲 (シンフォニー )
は 2人の作曲家が苦しみぬいて完成させた重厚な超名曲
■出演
指揮：垣内悠希
独奏：及川浩治（ピアノ）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
■プログラム
•グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
•ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第 2番　ハ短調　作品 18
•ブラームス／交響曲第 1番　ハ短調　作品 68
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承く
ださい。

プリズムホール（八尾市文化会館）大ホール
15：00開演

八尾に「本格寄席」オープン八尾に「本格寄席」オープン

ど
う
ぞ
喜
楽
に

お
い
で
く
だ
さ
い

名誉席亭は里見まさとさん
毎月、漫才・落語を中心に楽しいプログラムを
提供いたします。

住所：八尾市陽光園 2-5-4（JR 八尾駅より徒歩３分）TEL：090-1677-7552（席亭・中川政雄）

今後の開催予定
10月　昔懐かしい「歌声喫茶大会」
11月　「吉本ピン芸人大集合」

喜楽亭喜楽亭喜楽亭
き らく てい

第５回
ハンガーゼロチャリティ
飢饉で苦しむアフリカの人びとを支える
開催日：2017年９月17日（日）　午後４時開演
会　場：日本キリスト教団　枚岡教会
　　　 東大阪市高殿町12−34
　　　 TEL072(981)2817
出　演：東かおる （ヴォーカル） ＆ジェシフォレスト （ギター）

「ハンガーゼロアフリカの活動報告（南スーダン報告
緊急支援）」清家弘久（日本国際飢餓対策機構常務理事）

主　催：ハンガーゼロ・アフリカを応援する
東大阪市内のキリスト教会

後　援：一般財団法人日本国際飢餓対策機構
　　　 （TEL072-920-2225）

第55回消費者大会
　

第
55
回
消
費
者
大
会
が
８
月
３
日
に

八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

（
八
尾
市
光
町
２
）
で
行
わ
れ
た
。
３

９
０
席
の
小
ホ
ー
ル
は
参
加
者
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
主
催
は
八
尾
市
消
費
者
問
題
研
究

会
、八
尾
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
消
費
者
連
合
会
大
阪

支
部
、
共
催
は
八
尾
市
、
後
援
は
大
阪

府
、
八
尾
商
工
会
議
所
。

八
尾
市
制
70
周
年

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

　

て
盛
大
に
開
催

　

八
尾
市
制
70
周
年
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
た
本
大
会
の
テ
ー

マ
は
「
健
康
で
安
全
・
安
心

な
く
ら
し
を
も
と
め
て
」。

　
「
未
来
を
に
な
う
こ
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
わ
た

し
た
ち
大
人
は
今
、
何
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
消
費
者
・
企

業
・
行
政
が
共
に
手
を
た
ず

さ
え
、
健
康
で
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
の

輪
を
広
げ
る
こ
と

を
、
こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
」
と
⻆
田
禮
子

会
長
が
大
会
宣
言
を
行
っ

た
。

　

田
中
誠
太
八
尾
市
長
ら

の
祝
辞
の
後
、
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
消
費
者
大
会

賞
一
般
の
部
は
一
般
財
団

法
人
関
西
電
気
保
安
協
会

（
川
邊
辰
也
理
事
長
）、
会

員
の
部
は
山
﨑
き
み
ゑ
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
記
念

講
演
「
健
康
を
す
す
め
る

地
域
社
会
」
が
開
か
れ
、

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

松
尾
美
由
起
さ
ん
が
講
師

と
し
て
登
壇
し
た
。

河
内
の
歴
史
文
化

再
考 

開
催

第
１
回
は
俊
徳
丸
、高
安
の
女
が
テ
ー
マ

　

連
続
講
座
「
河
内
の
歴

史
文
化
再
考
」
の
第
１
回

が
９
月
２
日
、
大
阪
経
済

法
科
大
学
近
鉄
八
尾
駅
前

キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
尾
市
）

で
開
講
さ
れ
た
。
主
催
は

高
安
能
未
来
継
承
事
業
推

進
協
議
会
。

　

今
年
２
月
、
約
３
０
０

年
ぶ
り
に
高
安
ゆ
か
り
の

能
楽
「
高
安
」
の
復
曲
・

上
演
を
果
た
し
た
。
さ
ら

に
、
八
尾
が
能
と
深
い
関

わ
り
の
あ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
を
啓
蒙
す
る
た
め
、

全
４
回
で
連
続
講
座
が
企

画
さ
れ
た
。

　

第
１
回
の
講
師
は
能
楽

研
究
者
で
能
楽
と
郷
土
を

知
る
会
代
表
、
朝
原
広
基

さ
ん
を
迎
え
、「
俊
徳
丸
、

高
安
の
女
～
逆
説
的
な
河

内
の
能
の
物
語
の
背
景
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
約
１
時

間
半
の
講
演
。
俊
徳
丸
と

高
安
の
女
が
そ
れ
ぞ
れ
登

場
す
る
「
弱
法
師
」「
高

安
」を
読
み
解
き
な
が
ら
、

世
阿
弥
の
手
に
よ
る
本
と

現
代
で
上
演
さ
れ
て
い
る

本
の
違
い
や
ス
ト
ー
リ
ー

上
の
疑
問
点
な
ど
に
つ
い

て
、
様
々
な
資
料
を
見
比

高安の女の謎ときをする朝原広基さん

第
１
回

９
月
２
日
（
土
）
10
時
30
分

「
正
午
俊
徳
丸
、
高
安
の
女

～
逆
説
的
な
河
内
の
能
の
物
語
の
背
景
」

朝
原
広
基
氏
（
能
楽
と
郷
土
を
知
る
会
代
表
）

第
２
回

９
月
30
日
（
土
）
10
時
30
分

「
正
午
河
内
の
歴
史
文
化
再
考

～
河
内
の
歴
史
文
化
を
再
認
識
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」

新
海
英
宣
氏
（
恩
智
神
社
宮
司
）

石
上
敏
氏
（
大
阪
商
業
大
学
教
授
）

浅
見
緑
氏
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
教
授
）

橋
本
久
氏
（
前
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
）

第
３
回

10
月
28
日
（
土
）
10
時
30
分

「
正
午
高
安
の
地
と
歴
史

～
古
文
書
に
残
る
芸
能
集
団
の
足
跡
」

小
谷
利
明
氏
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
）

第
４
回

11
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
～

「
正
午
復
曲
能
『
高
安
』

～
間
（
あ
い
）
狂
言
詞
章
制
作
あ
れ
こ
れ
」

山
下
あ
さ
の
氏
（
観
世
流
能
楽
師
シ
テ
方
）

10
月
4
日
は
里
親
の
日

LINOAS （リノ
アス） オープン

　

今
年
２
月
に
36
年
間
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
た
西
武
百
貨
店
八
尾
店
。
そ
の

跡
地
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｓ
（
リ
ノ
ア
ス
）

が
９
月
15
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す

る
。
手
が
け
る
の
は
、
株
式
会
社
ザ
イ

マ
ッ
ク
ス
（
東
京
都
港
区
、
吉
本
健
二

社
長
）。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｓ
（
リ
ノ
ア
ス
）
は

「
ち
ょ
っ
と
い
い
じ
ぶ
ん
ベ
ー
シ
ッ
ク
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自
分
ら
し
い
価
値

観
と
こ
だ
わ
り
の
あ
る
暮
ら
し
を
叶
え

る
、
魅
力
的
な
街
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

を
目
指
す
。

　

無
印
良
品
・
し
ま
む
ら
・
ニ
ト
リ
・
Ｓ

ｅ
ｒ
ｉ
ａ
や
、大
型
ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
・

Ｈ
＆
Ｍ
（
11
月
以
降
）
な
ど
、
数
多
く

出
店
す
る
。

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
当
日
は
午
前
９

時
よ
り
、
１
階
西
側
出
入
口
に
て
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
す
る
。

八
尾
市
の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
目
指
す

　
任
期
満
了
に
伴
う
柏
原
市
議
選
は
９
月
10
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
、
新
議
員
が
決
ま
っ
た
。
21
人
が
立

候
補
し
、
16
人
が
当
選
（
今
回
か
ら
定
数
が
１
減
）。

べ
な
が
ら
解
説
。特
に「
高

安
」
に
関
し
て
は
復
曲
し

た
ば
か
り
で
、
朝
原
さ
ん

の
話
に
も
熱
が
入
っ
た
。

　

申
し
込
み
は
、
事
務
局

（
☎
０
７
２
―
９
９
９
―

７
４
９
１
）
へ
。

大会宣言をする⻆田禮子会長

左から三好家肇師匠、池尻誠会長、田中誠太八尾市
長、松村康隆実行委員長、マクミラン舞公式認定員

　

９
日
は
最
多
人
数
で
一

斉
に
踊
る
盆
踊
り
の
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
Ⓡ

に
挑
戦
し

た
。
夕
方
５
時
か
ら

入
場
が
始
ま
り
、
６

時
30
分
か
ら
開
始
。

２
、
８
９
１
人
が
参

加
。
三
好
家
肇
八
尾

本
場
河
内
音
頭
連
盟

会
長
の
音
頭
で
５
分

間
踊
っ
た
。
認
定
基

準
に
即
し
て
、
全
員

浴
衣
と
草
履
（
ま
た

は
下
駄
）
を
着
用
。

５
％
が
間
違
う
と
失
格
に

な
る
の
で
、
参
加
者
は
緊

張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た

が
、
い
ざ
始
ま
る
と
に
こ

や
か
な
表
情
に
な
っ
た
。

踊
り
終
わ
っ
た
と
き
、
安

堵
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
聞
こ
え
た
。

　

厳
選
な
審
査
の
結

果
、
２
、
８
７
２
人
が

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
今
年

７
月
に
宮
崎
県
延
岡
市

で
行
わ
れ
た
２
、
７
４

８
人
を
抜
き
、
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
Ⓡ

を
達
成
し

た
。
公
式
認
定
員
マ
ク

ミ
ラ
ン
舞
さ
ん
か
ら
認

定
書
を
受
け
取
っ
た
松
村

康
隆
実
行
委
員
長
（
52
）

は
満
面
の
笑
顔
で
参
加
者

に
礼
を
述
べ
た
。

　

10
日
は
数
々
の
出
店
が

並
ぶ
中
、
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー

ス
で
は
ジ
ュ
ニ
エ
コ
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
実
践
販
売

が
注
目
を
集

め
た
。
ジ
ュ

ニ
エ
コ
と
は

ジ
ュ
ニ
ア
エ

コ
ノ
ミ
ー
カ

レ
ッ
ジ
の
略

で
、
小
学
校

４
、
５
、
６

年
の
子
ど
も

た
ち
が
お
よ

そ
５
人
の

チ
ー
ム
を
組

み
、
模
擬
株
式
会
社
を
設

立
す
る
と
い
う
試
み
だ
。

商
売
体
験
を
通
し
て
、「
自

ら
決
め
て
行
動
で
き
る
人

材
の
育
成
」
を
促
進
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
八
尾
商
工

会
議
所
青
年
部
（
村
中
克

会
長
）
の
開
催
に
よ
り
今

年
で
４
回
目
に
な
る
。

　
「
う
ど
ん
ギ
ョ
ウ
ザ
」

「
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
」

「
枝
豆
」「
パ
ン
ケ
ー
キ
」

「
チ
ョ
コ
や
き
」「
ダ
ー
ツ

ゲ
ー
ム
」。
６
チ
ー
ム
そ

れ
ぞ
れ
が
接
客
か
ら
販

売
、
売
上
計
算
ま
で
を
こ

な
し
た
。「
お
客
さ
ん
が

多
く
て
準
備
が
間
に
合
わ

な
い
時
も
あ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

や
り
遂
げ
た
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
」。メ
ン
バ
ー

の
１
人
は
そ
う
言
っ
て

清
々
し
く
笑
っ
た
。
商
売

の
街
、
八
尾
。
地
域
の
未

来
を
担
う
彼
ら
に
期
待
は

膨
ら
む
。

第40回八尾河内音頭まつり

2,872人 ギネス世界記 録 達 成

　

９
月
９
日
、
10
日
、
久
宝
寺
緑
地
（
八
尾
市
西
久
宝
寺
３
２
８
）
で
第
40
回

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
振
興

会
（
池
尻
誠
会
長
）。
両
日
と
も
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
八
尾
市
民
だ
け
で
な
く

市
外
か
ら
も
大
勢
の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
延
べ
10
万
人
を
超
し
た
。

10万人が酔う

柏
原
市
議
16
人
決
ま
る

２４

峯
　
弘
之
　
40
大
維
新
❶

奥
山
　
渉　

42
自
現
❹

橋
本
満
夫　

52
共
現
❺

山
下
亜
緯
子　

37
無
現
❹

乾
　
一
　
66
自
現
❺

中
村
保
治
　
60
公
現
❺

梅
原
寿
恵
　
60
大
維
新
❶

新
屋
広
子
　
54
公
現
❷

鶴
田
将
良
　
55
無
現
❼

田
中
秀
昭
　
59
無
現
❸

大
坪
教
孝
　
59
無
現
❹

大
木
留
美
　
52
公
新
❶

山
本
修
広
　
41
無
元
❷

山
口
由
華
　
46
無
現
❷

寺
田
悦
久
　
64
無
現
❺

岸
野
友
美
子　

65
無
現
❹ ジュニエコでは子どもたちが活躍


	01
	02
	03
	04

